2012年問題と「来るべき世界」Ⅱ

2012年問題のまとめhttp://www.chitac.com/omoshiro/syutyou/besitu/spirits.htm
※『来るべき世界』日本語訳を一部抜粋し、再構成しました。

※著者ルース・モントゴメリーのガイド(守護霊)の言葉の要点をできる限り簡潔にわかりやすくまとめました。

①【プロローグ-シフトに至るプロセス】
・以下の記述･内容はこの系統の多くの著作･予言に見られる｡
・近い将来、（ポール）シフト(またはフォトンベルト･アースチェンジ、アセンション)が起こり、多くの人々が死ぬ。
・かつて1990年代(1998年)に起こると言われていたが、人々の霊性が進化したことにより､ひとまず2010～2012年に延期され、起こると言われていたその災害の規模も小さくなった。
・我々がさらに霊的進化をすることにより、災害はさらに小さくなる可能性がある。今私たちにできることは祈りと瞑想｡
・一日一日をより良く過ごすよう努力しなさい。なぜなら、君たちは他者を助けるためにそこに存在するからだ。
・自分の全存在、そして自分と接する人たちと共に、地球と人々の幸福を祈りなさい。地球が大きく変化する前の残された日々を、理想の実現に捧げなさい。
・一日一日を理想的で完壁な生き方にする目標を掲げ､実行をする。(想いと言葉と行動の一致)
・人類の総体的な霊的進化によって、シフトによる災害規模は小さくなったけれど、それを避けることはできない。

・兆しはウォーク・インのアメリカ大統領の政策―シフトヘの準備をととのえ、安全な土地での住宅供給を行なうだろう｡
・さらに世界中の賢明な指導者たちも影響を受ける。

・シフト前の天変地異､シフトを生き抜いた人間たちは次元上昇に適応し(４⇒５次元)多くの苦難を乗越えて愛と平和の世界の実現､すなわち､神の計画どおり､至福千年の時を過ごす｡
②【存在の本質について】
③【なぜシフトは起きるのか？】

④【今の今、そして、これからの私たちの生き方】

⑤【シフトまでの地球の変化とその遅れの原因】
⑥【神の計画】

⑦【地球を先導する宇宙からのサポート】
⑧【シフトによるアセンション直後の地球の状況・変化】
⑨【シフト後の至福千年期】
⑩【関連語】
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
②【存在の本質について】
・存在の本質は霊――　魂の中にある。生命は霊の中にある。肉体の中ではない。肉体は時と共に使い古され､酷使され､滅びるものであり､私の存在そのものを包む殻に過ぎない。
・我々はみな永遠不滅の存在｡時と宇宙の始まりの時に､創造主による生命の煌めきとして創られた我々は､不滅の存在。
・善良な者はそのまま生き続け、悪いものは何度も物質的形式内に戻って過ちを償い、必要な教訓を学ぶ。<地球学校>
・我々はカルマ(因果律･鏡の法則・原因と結果の法則)に報い、新しい洞察を得、徐々に物質的形式に戻る必要性を排除する。
・宗教団体の存在意義やそもそもの宗教の根本的な教えは何か？宗教団体の霊性に問題がないのなら、対立はない。
・原理主義は､狂信者が『わたしと同じことを信じなさい。さもなくば汝は悪である』といった時代からの気の抜けた遺物である。神の存在の一部であり、それを悟っているすべての人々の間でさらに親交が深まり、地球が愛で満たされるようになれば、原理主義もまた廃れるだろう。

・知っての通り､イエス･キリストは宗教を一切うち立てなかった｡帝国の正式な宗教と認められ、カトリック教会が組織されるまで、キリスト教は無秩序で規則が定まっていなかった。
・覚えておくべきことは組織化されたさまざまな宗教が人々の霊性を高め､(黄金律〉に賛同する生き方をする手助けをしたという事実｡全ての人が(組織化された)宗教を必要としているわけではなく､また霊的進化を求める際に必ずしも必要だというわけではない。
・〈命が永遠に続く〉ことを悟っている人間はシフトを怖がらない｡今のことしか考えないで生きている人々､世俗の財産を失うことを恐れている人だけが､我々の助言に困惑する｡
・我々の言葉は〈大いなる真理〉、リアリティに目醒めることに役立つに違いないからだ。死などというものは存在しない」
・〈流れ〉にのれない者たちはニュー・エイジで長く生き残ることはまず無理だろうが､霊という存在形式になる準備を整え､若者とより有能な者に時代の再建を喜んで任せるだろう｡
・この大宇宙全体がエネルギーである。宇宙はエネルギーで構成されているだけでなく、宇宙全体が､そしてこの大宇宙の微細な一部である我々もまた、エネルギーそのものである。
・エネルギーの流れのなかに飛び込み、泳ぎ、潜りなさい。自分が大宇宙の、脈うつ生きた一部であることを感じなさい｡
・君たちが疲れたという時は、単に宇宙のエネルギー、いいかえれば大宇宙の流れと調和していないだけなのだ。

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*

③【なぜシフトは起きるのか？】

・シフトは、人間によってもたらされた地球の邪悪なものを浄化するために絶対に必要だ。
・地球の人間たちの中に侵入した非常に多くの邪悪な存在を退治するためにも必要だ。
・シフトは地球のそうしたものをほとんどすべて浄化し、地球だけでなく残りの人間達の波動を高める。
・シフトが起こると、地球と人類の波動は極度に高められる。
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
④【今の今、そして、これからの私たちの生き方】

・現在のライフスタイルを破棄し､より安全な住まいが見つかると理性的に考えた場所に引っ越す準備をしている心配性な人々へのメッセージは｢荷物と心の重荷をおろしてリラックスしてください｣

・運命として定められたシフトを人間の力で避けることは不可能だ｡祈りと瞑想は自分自身の波動を高め、大自然の力と調和できるようにする。
・それによって地球の波動の変化による衝撃をあまり感じず、その変化にシンクロ出来るようになる。⇒　幽体離脱
・良き生活を送り､他者を同胞として愛することからはじめる。
・毎日決まった時間に瞑想し､人を裁いたり､憎んだり､非難する代わりに愛を送るよう心がけると良い。
・いかなる善行も悪行もこちら側の世界のはずみ車（何かを変えるきっかけ）のなかで見失われることはない｡⇒カルマ
・他者を助けようとする試みは、霊的レベルでの進歩への片道切符でもある。
・アセンション系列の本を読み耽ってばかりいても始まらない。一切知らなくてもいい｡要は人の幸せのために愛の念を込めて祈ったり、実際に行動したりすることが遥かに大事｡
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑤【シフトまでの地球の変化とその遅れの原因】
・約10年後(本が出版されたのが2001年、日本語訳本は2003年)にシフトが起こる｡(つまり､2010～2012年)
・わたしたちはその「最終期限」に急速に近づいている。
・地球のシフトがさし迫っており、地球人はその途方もない出来事について理解し、準備しなければならないからだ。

・シフトから無事生き残る人間は大勢いるが、今日の地球の人口にははるかに及ばない。

・次のシフトの時期が熟し過ぎているため、人間の力でそれを防ぐ方法はない。

・ここ数年､ガイドたちは天候の変化を予言｡天候の変化はすでに起こっている｡「これから(1992年～)約10年間の残り時間、大災害を引き起こす天候の変化の数が増えるだろう。
・天候が不安なために世界中で増える飢饉⇒更に断続的戦争。
・天候の悪化を防ぐために人類ができることはほとんどない。
というのも、天候の悪化はシフトヘの準備だからだ。
・人類が自分たちの力だけでシフトを避けることは不可能だ。シフトは我々の創造主、すなわち真理についての普遍的な法と必然の運命を定める神の御手のなかにある。もしシフトが、我々の予言した時期よりも遅れたとしたら、それは神のご意志であり、人間の意志ではない。いうまでもなく、シフトの時期は自然の法則の支配下にある。もし、我々が予言していないことが起こってシフトが遅れたとしたら、それは高次の、大いなる宇宙の法のためである。そうした大宇宙の趨勢(すうせい)を変えることは人類には不可能だ。
・「シフトが近づくにつれてすべての人間が、その予兆と、地球の嘆きのサイン(地震も含まれる)に慣れてくる。
・科学的機器に記録されるような、ちょっとした地震を含むそうした嘆きのサインは、地球の地下から得られる資源の枯渇や森林地帯の裸地化の原因の一つとなる。
・地球全体の気象の悪化について､｢急速に嵐の数が増えるにしたがい､人々はあわてておたおたし､世界中の発展途上国での飢餓がさらに増すが、経済的事情から､米国はその飢餓を救うことはできないだろう｡
・シフトは、人間によってもたらされた地球の邪悪なものを浄化するために絶対に必要だ。また、地球の人間たちのなかに侵入した非常に多くの邪悪な存在を退治するためにも必要だ。シフトは地球のそうしたものをほとんどすべて浄化し、地球だけでなく残りの人間たちの波動を高める。シフトが起こると、地球と人類の波動は極度に高められる。シフトが起こっている間も地球の地軸は変わらないが、大陸と海には変化が起きるだろう。地軸は斜めにはならず、地球から見える太陽の位置は変わらない。

・今日、人々の間で我々が目撃している暴力ざたは、地球そのものに生じるこれまでにない天候の激変とその猛威に密接に関係している。弁護士たちは最近､自分のクライアントの行動について､新たな弁護法となり得る新奇な申しわけ-｢地球がそうさせた｣-を生み出した。大分前から予言されていたシフトの時期が近づくと社会的不穏の度合いが大きく高まる｡
・現在ほとんど事実として受け入れられている現象-生まれ変わり、エイリアンとの遭遇、超常現象、瞑想、生きている者といわゆる死を迎えた者とのコミュニケーション-それらは､30年以上も前に初めて調査をしはじめた時には大半のアメリカ人は事実上まったく耳を傾けなかった現象だ｡このごろになってようやく、これらのテーマがマスコミを通じ､学者や有識者の間で認知されつつある。

・人々は、自分の魂が霊という形に移行し、あの世で生き続けるために準備することの重要性を理解しはじめている。

⇒臨死体験後の生還と変化､モンロー研究所等での複数回または日常的幽体離脱と次元移動､宗教的即身仏や解脱体験､退行催眠と前世療法､チャネリング､交霊､変性意識
・すでに生きながらにして日常的に３次元から４､５次元への旅が可能になっている｡⇒モンロー研究所とその門下生たち
・肉体内にとどまることを希望する者たちは、食糧(穀物の種、必需食料品､備蓄できる食糧)､電気を使わない道具、安全な家などの準備をする必要性に気づきはじめている。
・南北極の氷が最高度に蓄積され、その不均衡が地球の〈スリップ〉をもたらした時にシフトは起こる。
・シフト直前には上下に揺れる地震が始まり､計測機器によってその揺れを記録することは可能だろうが､一連の事がまばたきする間ともいえるくらい､あまりにも急に起こるだろう｡

・地震､洪水､そして｢米国の心臓地帯を引き裂くトルネード｣についての予言があった｡その時こそ､ウォーク･インが内側からの革命を経験し､きわめて卓越した存在になる時だ｡その時彼は立候補を宣言し､選挙で圧倒的な勝利をおさめる。安全な処置について人々にアドバイスし､米国内でシフトの被害を受ける可能性がもっとも低い地域､かつ政府の支援を受けた地域への避難と必要な活動をはじめるための準備を整える｡
・欧州とアジアの指導者たちは米国と似た大規模な計画を思案し､この米国大統領からのアドバイスを求めるだろう｡
・「未来の大統領は傑出しているが､まだウォーク･インではない｡ウォーク･インとの魂の交換が生まれるはその肉体の持ち主が政治とそのパワーゲムの無益さに突如目覚め､自分の魂を霊界に引き渡し､ウォーク・インとの交代への道を開く時だ。
・その時､大勢が彼の人格と目標の変化に驚くはずだ。なかには彼の変化を政治的目的のためだとあざける者もいるだろう。
しかし仕事を引き継ぎ、地球とその天候の劇的な変化に備える任務の遂行を実際に行うのはウォーク・インなのだ」
・1998年７月､さて次はウォーク・インにとりかかろう。君は彼を知らないが､その名前には聞き覚えがあるはずだ｡…

・地殻の激変と地軸の調整の時が近づくにつれ、権力をしっかりと握ったウォーク・インの大統領が(天国)であると表明した新地に移転しようと､大騒ぎで荷造りをする人々もいる。
・争いに支配された地球のあちこちで､依然として戦争は続いているだろう｡戦争にとりつかれている人々は、人種や宗教の違いを忘れ､生き残るために互いに助け合うように､という助言を心に留めようとはしないはずだ。

・宿命的な時が近づくにつれ、地震、洪水、干越などの地球規模の大災害が地球のあちこちを襲い、はびこった犯罪が地球の法と秩序を無駄でバカげたものに見せるだろう。
・次の大統領の､安全のための警告を気にとめる者たちは、一年でなくなってしまう食糧を備えるのが賢明だろう。
・河川と海の水が徐々に少なくなり､地球全体を大混乱が襲う。米国内だけでなく世界中のあちこちで｡幾つかの場所では陸地が広くなり、新しい島が現れ、農作物を無事に収穫できる。

・ウォーク･インの大統領は神意によって現れ経済危機を救い､飢えた人々に食料を与える｡誰もがその言葉に耳を傾ける｡
・ウォーク・インの新大統領は選出された後､人々のエネルギーを導き､地球の変化に備えさせるだろう｡大半の人々が喜んで彼の提案にしたがうはずだ。(※地震や光子が降り注ぐ？ため､原子力発電や核兵器は廃棄せざるを得ない状況となる｡)
・米国の電気とコンピュータヘの完全な依存と、それらのエネルギーと知識の資源を保護する必要性を指摘するものだ。
・彼らは、地軸のシフト時にすさまじい勢いで風が吹き荒れるだろうとわかっている、災害をもろに受ける所から離れた場所に､シェルターを建設するだろう。
・なかには大昔の先祖がそうしたように、洞窟に住みはじめる者もいるはずだ。ただし、もちろんその数は今日の人口爆発のような数ではない。何の準備もしていない人々は困難の時を迎えることになるが、事前に十分な警告を受けるはずだ｡
・新大統領は、『もっとも安全だと思われる場所に、新築されたシェルターがある』という言葉で､人々を安心させる。

・新聞などのメディアは、まぎれもない、太陽と地球の位置関係が変化する可能性について世界中に警告するだろう。そのニュースを疑う人々もいるが、ほかの多くの国々はウォーク・インの大統領のアドバイスにしたがい、海岸線に近い危険地域から国民を避難させる準備をととのえるはずだ｡

・彼(反キリスト)はまだまだ若いが、次世紀初めに大統領に就任する資格を得る歳にかろうじて間に合うはずだ。大統領就任こそ、彼の野心が欲するものだ。ウォーク・インが大統領に就任した後には、反キリストは波乱を起こし、注目を集めて行動をはじめるはずだ。
・シフトの知らせは地球の歴史上、もっとも精神的なショックを人々にもたらしそうだ。なぜなら、現代のメディアによるさし迫る災害の警告は必ず当たるからだ。地球上の多くの人々は､シフトをかつてない命に関わる大災害とみなす。
・しかし彼らは、霊的なことが、物質的、肉体的なことよりもはるかに重要であることを忘れてしまっていたと気づき、地球がシフト後、ある種の浄化の場となり、より良い住処となることに目醒めるだろう｡

・シフト自体はあっという間に終わり、地球は太陽と月の相対的な新しい位置に安定してとどまる。

・地球の軸が動く時、シフトは瞬く間に起こるだろう
・地球上で昼間の地域では、地球が太陽との新しい位置関係に落ち着くまでの短い間、頭上で停止して見える太陽が、通常と反対の方向へものすごい速さで移動するように見える。

・これから起こること､そして人間の意志と努力がどこで役に立つかを君に教えよう｡人類が自然の力に影響を与える重要な方法があることはある｡だが、大いなる宇宙の法則に影響を与えることは不可能だ。だが､嵐が君の住む地域に向かっていたにも関わらず､君(ルース)の祈りによってそれが広範囲にわたる人間生活と財産を破壊するコースからそれたわけだ。君にはそれができる｡「というのも、君はこれまでずっと､経験によって得た知識・能力の領域に目を向けてきたからだ。
・しかし宇宙との関係で地球が(調整)される時がきたら､それに人間が影響を与えることはできるとしてもほんの僅かだ｡
・地球のシフトは宇宙の法則に強いられた必要な調整なのだ。我々の創造主はご自身の〈聖なる計画〉のなかで、そうした調整が不可欠であることを予見されている。そしてことそれに関して、人間が影響を与えることは不可能だ。

・というわけで、シフトの準備をととのえることが人類にとってより良い役割｡シフトの時期が近づくにつれ､予見された地球上の変化のために準備を始める人々の数が更に増える｡

・「シフトが遅れる理由は前にも伝えたように、ここ10年間で人類が霊性に目醒め、邪悪な者たちと地球を浄化する必要が遠ざかったからだ。全ての悪が除かれたわけではないが、神の法にしたがった人間の言動が改善したからだといえよう。

・シフトの正確な日時はいえないが、いつ起こるかは人類の霊のたゆまぬ進化によって変わるといえる。ウォーク・インが大統領に就任するまでシフトは起こらない。そしてウォーク・インの大統領就任は10～15年の間には実現しないだろう。

・人々にとって重要なことは神の法を守り互いを愛すること。
そうして自分の波動を高め、高まった地球の波動と調和させることが大切だ。万物が刺激を受けてその波動が高まっている。あらゆる生命はその火を消すことはない。何も恐れることはないのだ。
・人間への天災は神によってもたらされるのではなく、正しいことを真剣に行なおうとしない者のカルマによってもたらされる。そうした者たちもシフトと共に消え去るだろう｡
・カルトというレッテルを貼られることの多い、同じ心を持つ者たちのコミュニティは､なかには傑出した、みなが一つとなって共に礼拝する道を示す者もいるが、一方では完全武装し非常に残忍で､シフト後､食欲がそそられる放浪者を殺したがる者もいる。そうした行ないは霊性のあらゆる側面を平然と無視するものであり､そうした行為者の命は短い。
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑥【神の計画】

・全人類が一つのエネルギー、換言すれば、我々の多くが〈神〉と呼ぶものと一つだった時があった。我々はみな一つだ。それから強大なエネルギーが閃光を発しはじめ、バラバラになった。(※ワンネス)
･すべての存在がその一体感を経験したが、同時に分離した一つの存在として〈探究〉することを強く願った。
･そして､低次の種が地球上に広がり､それらの〈閃光〉が動物や鳥､魚､植物など､生きるものすべてのなかに住むようになった。その様子は神秘的で､見るものをわくわくさせた。
(※わくわく・ポジティブシンキング・陽気ぐらし)
・それから永い間、これらの閃光―あるいは〈神性〉の断片は探究を続け､生命形態の珍しさを体験するため､さまざまな生命の体を出たり入ったりした。体に入った閃光のなかには、それらの生命の形とあまりに深く関わりあったためにそこを去ることを拒むものもあれば､体から体へといつまでも探究を続け、経験を重ねるものもあった｡
・多くは物質的な顕現は避け、そのなかには天使と呼ばれるもの､すなわち物質的形式に制限されず､自由に他者を観察したりサポートしたりする存在になるものもいた｡
・天使は無垢な魂で、進化により、精神的・霊的に他者よりも高次の存在になるものもいた｡

・そうした進化をとげた者から人間という形式が生まれるが、なかには､依然として動物などの形式に宿っている者と交わる存在がおり､こうした交配は霊的成長を遅らせた。

・(神)は人間の生命の火が宿るための特別の形式を創造した。
・天使とは肉体のなかに宿らなかった霊のことだ。天使は慈愛にあふれ、困っている者を助けることを切に願っている。
・神の意志を信じている者なら誰でも守護天使を引きつけることができるだろう。天使も人間と同じくさまざまな進化レベルの者が存在する｡
・神は全知全能だ。神は創造的な力そのものであり、大いなる宇宙を一つにまとめている。また、神は人間一人ひとりの相談相手でもある。というのも、神の一部が君を含めたすべての生命のなかにあるがらだ。神はすべてである!
・自分自身の良心からの真の指図-聖なるきらめきにしたがえば、我々は過ちを犯さずにいられる。祈りは神に届く。霊界にいる我々に祈りを捧げる者の声も神に届くのだ。決して疑ってはいけない。神について我々が教えたことは、我々全員を導く本質的な真理だ。
・我々がいる霊界では神と呼ばれる存在は見られないが、神の〈存在〉が空間のありとあらゆるところに〈染み渡って〉いることには気づいている。我々は神の創造物であり、神はあらゆるもののなかに見られる。
・事を簡単にするために我々は(彼)という代名詞を満たす人間､四足獣､鳥類、植物などのあらゆる創造物のためのものだ。
・神は全体である。神は男でも女でもない。神はすベて
・我々は神が存在するという証拠を探そうとは思わない。
なぜなら我々は万物のなかに神の姿を見、神の霊的存在の荘厳さを常に感じているからだ。神は善である。神は光であり闇であり、雨であり太陽の輝きであり、全知で創造物すべてを思いやる万物の創造主である。

・サタン(悪魔)のことを君は考えているだろう。確かに、サタンもまた、神の善によって創造された。しかし、すべての創造物が自由意志を与えられた後に堕落した者がサタンとなった。ちょうど､(悪役)が光から地上に降り立つようにだ」
神がようやく地球上に人間の肉体を創造された時、サタンは復讐のチャンス――あるいは少なくとも自分のパワーを証明するチャンスをうかがい、人間を誘惑するようになった。サタンの誘惑は、永遠に人間を悩ますものとなったのだ」

・<人イエス>は我々と同じく神ではない。〈父なる神〉と呼ばれる存在にとって絶対必要な一部がキリスト(救世主)の霊である。一般に(聖霊)と呼ばれる存在は創造主として発動する絶対最高の力であり、それは、神の本質に帰ることを切に願っている者すべての心の奥底に存在する。神の存在は各人の内なる自覚だ。その自覚は我々の良心以上の、キリストの霊の本質である。神を信じる心は〈神性〉との永遠のつながりであり、我々を創造主の本質－我々のなかの神聖な部分－につなぐ〈神の声〉なのだ」
・イエスがかつて何度もいわれた言葉、「わたしと神は一体である」について｡イエスは自分自身を〈神の息子〉と呼んでいる。そして我々はみな神の創造物であることから、神の子供なのだ。イエスは洗礼者ヨハネによって洗礼を受けた時にキリストの霊を授けられ、神性の絶対的に必要な一部となった。

・そのようなキリストの霊を授かった者はごくわずかしかいないが、世界中でたった一人というわけではない。キリストの霊を授かる者は永遠なる最高次のレベルに上がった者で､神から<一体性〉を与えられる｡しかし彼らは､大いなる宇宙の創造主である神とは異なる｡

・救世主との出会いは偶然ではない。そして人は、急に永遠に変わることはできない。それを可能にしたのは、非常に強力な救世主の教えと個性だった」

・シフトと死を恐れている人々みなにとって､新約聖書のなかでもっとも元気づけられるのはおそらく､死んだと思われて三日間墓に入れられ､その後イエスによって生き返らされたラザロの話でしょう｡このラザロの話は､聖書のなかでもっとも不思議な話の一つでもある。
・三日間､ラザロはどこにいたのか?三日間､あるのは暗闇だけだった。自分がどんどん下に降りていくような感覚に襲われた｡まるで地球の中心に向かっていくような感覚だ。
・この時点ですべての秘密が明らかになり、不純なものすべてが浄化された」

「脈動する光に満ちている。それは愛そのものだ。僕が感じるのはそれがすべてだ」

・家族は､イエスはいわば選ばれた者なんだといっている。
・だけど彼が信仰していることに、家族は完全には同意していない。たとえばイエスは、我々の今の信仰には人が作った規則があまりに多く、過剰に規制されている、といっている。規則はあまりにも非宗教的になり、我々みなの祖先による基本的、根本的な教えを守っていない。イエスがいうには、我々は神と地球を崇拝する基本的な方法にたち戻る必要がある。なぜなら我々は根本的に地球に結びついた存在だからだ。
・シナゴーグ(訳注一ユダヤ教会堂)のなかに固定化された儀式があまりにも多すぎる。

・僕たちに聞く耳さえあれば僕たちと意志の疎通ができる天使や霊的教導者(ガイド)がいる。
『深く内省すれば知恵は得られる。人はその知恵の源泉から必要なものを引き出せる。とにかく、異次元には我々に教え、我々の言葉を聞いてくれる教師たちがいるのだ』
・今生、すなわちニュ－・エイジの夜明け前の最後の日々に引き寄せられたのだ。君たちはみな、互いの強いきずなを実感するだろう。前生での親友や親戚同士は、次の生で互いを見知る環境の下に一緒に転生する傾向がある。

・全ては神の計画の一部であり､この世の肉体内に住む全ての者の想像をはるかに超えたスピードでシフトはやってくる｡
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
【霊的進化】

・我々は、地球上の生命体にとってシフトは避けられないことを知っている。シフトを怖がるべきではない。なぜなら生命は失われないからだ。そして霊への移行の前、移動中、その後でもっとも重要なのは〈魂の態度〉だ。
・肉体をもったまま生き残るものは自分の奥深くにある叡智に気づき､解放された自然の力への対応の仕方を悟るだろう。･･･(中略)･･･霊に移行した者たちも同じく､劇的な変化に目醒めるはずだ。･･･(中略)･･･こちらの世界にきた者たちは､･･･(中略)･･･まだ肉体を持っている者たちと本当に別れたわけではない。
・そちらの世界の者達は目醒めを経験し､間もなくこちらの世界の者達と直接コミュニケーションをとれる様になる｡(永遠の命)が存在する様々な世界と交信する新しい方法を学ぶ。
・宗教の狂信者たちは、自分独自の宗教上の教えに同意しない全ての人々を強く非難し､東欧､｢聖地」…のタカ派の人々は、宗教の名のもとに互いに血なまぐさい殺し合いをしている。

・類は友を呼ぶ。そして性格のよい者たちは、違った階層で同じような者たちの存在を目にすることになる。

・個々人が祈り､瞑想することによって大いなるものとの一体感を感じ､地球とその創造主を愛せば、シフトの準備ができる。祈りと瞑想は自分自身の波動を高め､大自然の力と調和できるようにする｡

・それによって地球の波動の変化による衝撃をあまり感じず､その変化にシンクロできるようになる。

・良き生活を送り､他者を同胞として愛することからはじめる。
・毎日決まった時間に瞑想し、人を裁いたり、憎んだり、非難する代わりに愛を送るよう心がけると良い｡
・住民が霊的成長をとげつつあり､多くが生き方を変えることに関心を持ちはじめている。我々がこの任務をはじめた時よりもずっと、大多数の人々が霊的成長に興味を持ち、そのための情報を得ようと探究している。

・今、我々はニュー・エイジ－新たな目醒めの時代-を迎えた。

・新しい魂が物質的肉体に宿れば、創造主からの恵みとして喜んで歓迎されるはずだ。愛に身を捧げる生存者たちは地球を愛で満たすために役に立つだろう。

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑦【地球を先導する宇宙からのサポート】

・人類が初めて実験的に地球を訪れ、四足獣、鳥、海の魚の身体を厳密に試験した時、人間はまさに今日エイリアンたちが行なっているのと同じことを、しかも長期間行なった。

・自分たちのパワーをテストするために、新しい環境と地球に住む(命の媒体)をくまなく調べたのだ｡動き、呼吸するすべての存在がそうであるように、人間もまた宇宙生命体だった。

・エイリアンの一部が地球上で今日行なっている実験と同じように､当時人間によって地球上の動物形式のものに行なわれた実験の一部も悲惨な結果をもたらした｡
・エイリアンが地球にやってくる第一の理由は〈来るべき地球のシフトを観察すること〉であるにせよ、それでもエイリアンたちは喜んで、自分たちなりの方法、すなわち、他の惑星と地球上の安全な地域に思考を通じて自分自身を投影する方法で、人類が生き残るよう手助けするだろう。

・地球を訪れているエイリアンが完全に利他主義というわけではないし､科学的に純粋な加虐趣味を持った者､つまり､人体実験を行ない､地球に住む生命体を調べることだけを目的にする者もいるが､一般的には彼らは人間に危害を加えるつもりはない｡それを除いても､地球では街を歩いたり飛行機に乗ったり車に乗ることがどんどん危険になっている。
・彼ら(ガイドたち)は地球を訪れている複数の地球外の生命体についての膨大な量の秘密を明かし､エイリアンからの地球人へのコンタクト､地球人の肉体への侵入について知らせた｡⇒『我々のなかのエイリアン』

・そして､その回数も世界中で増え続けるはずだ。エイリアンが地球上の状態を調べたり動物と人間に実験をほどこしたりする目的は、さし迫るシフトに備えて地球上の全種族を他の星及び他の銀河系に移し、保護することだ。
・彼らには地球上の生命体に害を与えるつもりは毛頭ない。
・彼らは、非常に貴重な存在である人類、動植物などの生命の形を保護し、シフト後の安定した地球か、それらの生命の形を維持できる他の星に再び戻すつもりだ。そうした目的で彼らは現在テストを続けている。人間はエイリアンを警戒すべきではない。危険なことを嫌う人間に彼らが干渉することはめったにない。彼らはテストの対象を非常厳密的に選ぶし、ただ純粋に手助けすることを望んでいるだけだ。

・地球を何度も訪問するエイリアンたちの出自は高度に進化した科学技術を持つ星であり､彼らの中には君たちの趣味に合わない者もいるだろうが､彼らは最も優れた科学者なのだ｡
・前途には、宇宙の存在による訪問の大いなる可能性に人々が目醒めることにより、地球での科学的新発見の時期が急速に速まる様子が見える。
・そうした訪問により､シフトとそれに続く新しい千年期へのさらなる準備を先導する科学的発見が次々となされるはずだ。

・星のなかには地球よりもずっと前に創られ､地球よりもはるかに進化したものもある。それらの星々に住む生命体たちの外見は人間の姿とは似ても似つかず、なかには地球人よりもはるかに進化した科学とテクノロジーを持つ種族もいる。
・地球よりも進化が遅れている星もあるが、地球を訪れているか、少なくとも地球を監視しているのはそうした進化した存在の星を故郷とする、高次に進化した生命体だ。多くは進化した測定方法にょってさし迫るシフトのことを知っており、好奇心をそそられている。
・ちょうど地球人が、バラバラになった彗星の残存物による木星への衝撃について大いに興奮したのと同じだ。

・他の星の宗教については、我々の現在の進化レベルでは未知の領域にある

・誰かの助けがなければシフトから生き残ることが不可能な地球人をエイリアンたちが救うだろう。
・肉体を持った状態で生き残った人間たちを救助する一つの方法は､地球が再び安定するまで、シフトによる大混乱の数日間､地球の周りを運行するスペースシップによって離陸することだろう。地球ではまだ理解されていないプロセスを経て、他の惑星系に直接人間を連れていくスペースシップもあるはずだ。シフト後に地球に戻ることを選んだ者たちは間違いなく地球に戻れるだろう。
・なかには地球外の新たな環境にとどまることを選ぶ者もいる。強調するが、エイリアンによる救助は無差別の避難計画ではない。むしろ、肉体の形態内で永久に生きるに値する者や、地球の環境が元に戻るまでの間に再建に貢献するすばらしい才能を持つ者たちについて、熟慮を重ねた選択である。(「良い子でおいで、善い子でおいで……サンタクロースが街にやってくるよ」という陽気な曲がふと頭に浮かんだ。おそらくその歌詞はわたしに何かを教えているのでしょう!）
・その星はちらちらと明滅し、まるで合図して君を招いているように見える。天に輝くその星のような物体は、さまざまな形式でシフト前後の時を過ごす者たちの多くにとって、安全な避難所となるだろう。
・それらの魂たちには地球の霊的復元－－物質的なものの復元よりも、理念と目醒めの再構築－－のためにすべきことが彪大にある。それらの魂は地球上でシフトの困難によく耐えた者たちとうまく調和し、一緒になって人類の進化促進のために働くことになるだろう｡
・選ばれる者の数は膨大だ。事実、エイリアンたちが手助けする。選ばれるのは霊的進歩の程度と地球環境に関する知識の豊富さから非常に貴重だとみなされた魂のみだ。

・やっかいな仕事に耐えられるよう元気を回復させられる。
・選ばれし者たちは、自分の知恵と才能で地球に貢献するために生き残り、無事に戻る権利を勝ち取った者たちだ。
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑧【シフトによるアセンション直後の地球の状況・変化】

・前に我々が予見したよりもシフトによるダメージは信じられないほど小さくなった｡人類の霊性がずっと向上したから｡
・物質的形式で生き残った人々が見回すと、何もかもが変わってしまったように見える。
・肉体の死を迎えて霊になった人々は、地球上の盛大なショーを観る最前列の席に座ることになるだろう。

・地球は急速に安定し、シフトに関わる人々はエキサイティングな冒険を体験するだろう。
・霊に移行した者たちも同じく劇的な変化に目醒めるはずだ。

・自分が生き残ったことを真に理解した時、永い間人類に顕在していた勇気と不屈の精神も人々に戻るだろう。

・あまりにたくさんの者たちが同時に霊へ移行するため、一緒にいた家族など愛する者を失ったと勘違いする者もいる。

・再建がはじまり、資源も見つかり、国内の大半の地域で再び人間同士、連絡し合えるようになる。海外のニュースが海外電信を通じてだんだん知られるようになり、まもなくラジオも使えるようになるだろう。

・やがて、霊という、〈永遠の生〉を得た状態で、愛する者たちと再会して大きな喜びを感じるだろう。
・多くが失見当識(訳注:現在の時間や場所､周囲の人や状況などが正しく認識できなくなる)に襲われるだろうが､歩き回ってみれば､地球が前と同じく固形体で､激しい暴風､洪水､大津波による被害が比較的小さかった地域では多くの樹木が同じ場所にあり､沢山の建物がそのままであることを発見する｡
・一部の地域で河川の水が退き、新たな河床が見つかるなど、しばらくは大混乱となることを予期しておいた方が良い。

・シフトは人々を､電気製品､電灯､料理用のガスなど､木材と石炭以外のほとんどの燃料のない､基本的な生活に戻らせる｡
・ニュ－・エイジを生きる人々が自分の内なるものを見つめはじめ､大いなる宇宙に調和しはじめれば、医療技術は自然に発達し､人類はより良い健康状態を得られるようになる。現代の医療手段自体に限っては問題ないが､物質的存在にある者たちは医者や薬に頼るよりも､もっと自分の内なる富を使うべきだ。シフト後の世界は昔に用いられた自然療法に戻る｡

・シフトヘの準備として今、一般市民によってハーブの栽培が行なわれるべきである。

・医者たちはたった百年かそこらの歴史しかもたないX線や化学実験への依存度を減らし、再び患者の病気を直感によって治すようになるだろう。

・電気が復旧するまで(無事だった大半の地域ではすぐですが)、人々は電卓とコンピュータに頼らない、数学などの古い能力に依存しなければならない。

・シフトは交通機関に即座に響く問題をもたらすだろう。なぜなら､船､飛行機､鉄道､高速道路が大きく破壊されるからだ。
・銀行については、マネー・サプライに被害が及ばなかった銀行では、金の貸し借りが可能なため、依然として通貨が必要だが、その価値はまったく違ったものとなるだろう。
・現金よりも、医薬品や食糧と同じく建物の再建のための原材料の方がはるかに高い価値を持つようになる。

・パイオニア精神が戻ると性格が改善され､一層､生存者たちは手をつくして互いに助け合い､自分の家族を守ろうとする。
・米国の東海岸で浜辺と建物の一部が破壊されることを除けば被害が比較的少ない。ニューヨーク市、そして(前回の予言に反して)カリフォルニアの一部は被害が全くないだろう｡
・タスマニアはシフト後も無事｡シフト時には海水が大陸をおおうが､海水が退いた後には大陸はさらに大きくなっている。
・西欧も、前に予言したよりもずっと被害が少ないだろう。

・日本の国土の一部―高地―は残るが､一部は消えてしまう。
・オーストラリアとニュージーランドの国土はさらに広がる。･･･(中略)･･･アフリカは緑化される。おそらく地球全土のなかでもっとも被害が少ないだろう。地中海沿岸の地域は広範囲で被害を受ける。ロシアの気温はわずかに高くなり、ウラル山脈は特に安全な地域になるだろう。

・地球におけるアジアの国土面積は今日のものよりも幾分小さくなるだろう｡というのは、海岸沿いの陸地が消えてしまう｡
・インドは小さな半島として生き残るはずだ。

・中国の砂漠には再び緑が戻るが、全国土が残ることはあり得ない。中国の陸地の大部分は海に沈む。
・シフト後のフロリダ州では主に幾つかの半島が無事に乗り切ること､カリフォルニア州は大地震で半島の幾つかを失う｡
・メキシコと中米の沿岸地域は危険なので、シフトの間はそこから離れているべきだ。最終的にはそれらの地域は再び隆起するだろうが、シフト後、しばらく住むことは不可能だ。
・北米大陸のさらに北の地域に住む人々が、〈西半球で〉もっとも多く生き残ることは間違いない。シフト後､その地域の気温はかなり上昇するため、海辺に住む人々がもっとも深刻な被害を受ける。なぜなら、高潮や津波が起こり、浜辺の砂が住宅地にまで入り込んでくるからだ。
・内陸に住む人々の多くは生き残るだろう。しかし全員というわけにはいかない。なぜなら、強風が襲いかかり、建物や木々がなぎ倒され、それらがあらゆる方向に吹き飛ばされて人々を襲うからだ。海岸沿いの地域の被害はもっとすさまじいだろう｡というのも､海水が陸地の大部分に氾濫するからだ。

・太陽の位置と対応する新たな位置に地球の軌道が落ち着いた時､山々は位置を変え川は違ったコースを流れ､野原と小川はいっしょくたになり､まったく新たな景色が現れるだろう｡

・シフト前の地球の景色の大部分は破壊され、水に流されるかシフトしている地球の地下深くに埋もれてしまうだろう。
・したがって、さまざまな場所の景観の多くを保護するため、すでに特別の予防処置が二重三重になされることは賢明だ。
・しかし、そうした緊急事態に対応するすばらしいアイデアを持った指導者たちがさまざまな国から現れ、米国のウォーク・イン大統領と情報交換するようになる。

・シフト後には食べ物をつくる新しい方法が開発され､おそらく地球人は、一日に三回も食事をつくる必要から解放される｡
・「未来には大きな戦争は見えない。戦争の兆しはあるものの､シフトにより人々が国家的発展を求めるよりも自分自身の命を守ろうと大わらわになるため戦争にならずに済むから」
・反キリストはシフト後、人々がさまざまな問題に悩まされ、解決策を死にものぐるいで求めた時に権力を横取りしようとし､まもなく全人類の行動を統制するパワーを持った独裁者になるだろう。それによって思考力のある人々は、そのような人物にしたがう危険に目醒めるだろう。彼の真の姿が明らかになり、最終的には暴力を受けて肉体の死を迎える。
・シフト後の時代は､優れた感性と強い親睦関係の時代となる。
・ラザロを生き返らせた目的は、死など存在しないことを立証することだった。我々は肉体のなかであるにせよ、そうでないにせよ、生きていることに変わりはない。
・シフトを恐れるべきではない｡シフトの長所の一つは､シフト後も肉体内で生きている者たちの態度を変えさせ､古き憎しみがすべて消えた時に一人ひとりに変容を体験させることだ｡人々の精神は浄化され、誰もが生き残りとして『自分たちは同胞―一つの本質を共有する者だ』ということに気づく｡
・わたしたちはスーパーハイウェイ(訳注一特にNII〔全米情報インフラストラクチャー〕構想による広域.高速大容量の情報通信網)を持っている｡それによって実質的に､わたしたちは世界中の誰とでも､すべての､そして瞬時にコミュニケーションをとることができる｡

・なぜなら西欧人もまた互いに助け合い、神の定める法にしたがおうとしているからだ。シフトの影響は我々が恐れたほど大災害にはならないだろう。すべては人類の霊性が高まったことと、寛大な創造主のお陰だといえる」
・人口は大幅に減り、全体としての地球の人口も同じだ。生存者は共産主義の独裁政権による圧制的支配をかなぐり捨て、自分たちの食糧を得るために土地を耕そうとするだろう。
・しかし中国では再び独裁者たちが現れ、彼らの個人的な野望ははばまれるべきであり、実際、独裁者の力は抑制される。若い生存者たちが指導的役割を果たすことを欲し、独裁者たちの足跡を追うことを拒むはずだ。
・シフト時、オーストラリアでは、危険な海岸沿いの地域を除けば、国土はいちじるしく広がり、内陸部の土地は肥沃で過ごしやすくなるはずだ。
・アフリカでは､砂漠はしばらく洪水に襲われる｡それからアフリカは､地球でもっとも肥沃な地域の一つになるだろう｡というのは､アフリカには長い間未開墾だった土地があるから。
南アフリカの国土の一部も緑化するだろう。ただし、一年にわたる気温の変化のパターンは変わってしまう。
・西欧における大西洋の海岸線の一部は海に沈んでしまうため、その地域の高度な文化の記録を残すよう、あらゆる試みがなされるべきだ。もう少ししたら、我々は君に、地球のその他の変化について教えよう。

・西半球についてガイドたちは、シフト時、北・南米の沿岸地域は共に津波に襲われると述べた。シフト後、海に沈んだそれらの沿岸地域の一部はゆっくりと元に戻る､とのことだ。

・塩水による洪水と荒廃の傷跡はしばらく残るだろう。山岳地帯がもっとも安全だが、場所によってはシフトと地層の傾斜による深刻な被害を被るはずだ。
・中央アメリカについて、「そこでは両沿岸から海水が侵入し、甚大な被害を受けるだろう。しかし南米の国土は広がるはずだ。だが気温は現在よりも低くなる。というのも、南極がおおよそ南米大陸の最南端に移動するからだ。

・さらに朗報として、我々がずっと以前から予言していた通り、古代レムリア大陸が再び太平洋に姿を表し、アトランティス大陸の一部も北米とアフリカの間に現われる。

海底に没した古代の大陸に関して、昔読んだ本では、太平洋にあったのはムー大陸、大西洋にあったのはアトランティス、インド洋にあったのはレムリアと書かれていたけれど、最近のアセンション系列の本では、太平洋にあったのはレムリアと記述しているものを見かける。（？）

※シリウス星人、プレアデス星人について（？）
・最近の社会の激動はずっと前から予見されていた。この激動は古い千年期を清算して新たに出直す、より良い新しい千年期への準備をととのえるためのものであり、これからは、アトランティス人がそうであったように､憎しみが消える。
・ハリケーン・ジョージズがまっすぐフロリダの西海岸にあるネープルズに向かっていた。警報にしたがって避難すべきか否かをガイドたちに尋ねた時、ガイドたちはそれはわたし次第だと答えた。…中略…
・あのハリケーンはシフトヘの貴重な準備の意味がある。
何を準備しどのようなプランを将来のために立てておくかだ｡
・だが我々がずっと以前から予言していた通り、古代レムリア大陸が再び太平洋に姿を現し、アトランティス大陸の一部も北米とアフリカの間に現れる。
・我々の提案は、全員が落ち着いてその場にとどまって、新大統領による未来の計画で何が明らかになるかを見ることだ。
そうこうする間、あらゆる天候に適した植物の種、必需食料品、電気を必要としない手工具を集めて用意しておくことだ。
・シフトに備えて保存のきく食料を集めておく必要がある｡
・物質的形式で生き残りたいならば、シフト後、どの地域で生きたいのかを具体的に思い浮かべておかなければならない。
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑨【シフト後の至福千年期】

・宇宙の存在による訪問の大いなる可能性に人々が目醒めることにより､地球での科学的新発見の時期が急速に速まる｡

・そうした訪問により､シフトとそれに続く新しい千年期>へのさらなる準備を先導する科学的発見が次々となされる｡
・現在でも､インスピレーションという形で新発見が与えられているのだけれど､シフト後は、高度に進化した存在に対する人類全体の意識が変わるので､自覚的にそれが行われる。
・肉体を持ったまま生き残った者達は、大脳の中心部にある松果体が活性化し霊的に進化する。波動が高くなる。(※ブルース・モーエンは５次元世界でこの実験に加わることを了承し､その後、実際に体に変化があったという。)
・シフト後には、誰もが空間を移動するのと同じく簡単に時間を行き来できるようになる、先にあるのは驚くべき時代だ。だから君たち地球人は元気を出してしっかりせよ！　
・精神の宇宙旅行に関する知識をもたらすのは、高次に進化した目覚めた存在で、シフト後に人体に宿るはずだ。
・高度に進化した存在（HEB）たちは肉体を持たない存在だか
ら、人体を有する側の魂が霊性を理解できず知的にもよほど劣ったレベルでない限り、その人体に宿って大活躍するようになり、地球は平和な星になって行く。
・それらの全生命体を創ったのは唯一の神であるが、大宇宙のさまざまな場所で多種多様な生命の形が進化した。
・今から10～15年間に済ませておくぺきもっとも重要な準備は、インフラの情報をあちこちの安全な地域に保管することだ。電力は一時的に破壊されるが、すぐに復活する。
・さらにつけ加えると、シフト後には民主主義が地球全土に広がり、自由を奪うことなく、新たな人々が著しい進歩をとげるだろう。地球がシフトの爪痕から回復した時、地球上で資源の少ない国は比較的少なく、地球は豊富な資源に恵まれているだろう。したがって、地球の未来は新しい千年期のなかですばらしく輝いた姿となるはずだ。
・重要なことは、恐怖心をぬぐい去り、失った財産にこだわることをやめること。それよりも、愛する者たちを見つけ、〈生〉に関するたくさんのパズルを解くことを可能にした、創造主の慈恵を受け入れることだ。
・シフト後にエイズが根絶されるだろう｡人類にはびこっている､ありふれた悩みの種､エボラ・ウィルスと連鎖球菌について､何ら大きな問題は予見していない｡シフト後人類は､我々がいるこの世界の存在を直ちに受け入れ､それによって、医療を含む全ての問題への対処がずっとうまくいくようになる｡　
・こちらの世界にきた者たちは、その到着を待っている両親、祖父母などの大勢に歓迎されるだろう。そちらの世界の者たちは目醒めを経験し、まもなくこちらの世界の者たちと直接コミュニケーションをとることが可能になる。<永遠の命が存在>するさまざまな世界と交信する新しい方法を学ぶから。
・シフトによって導かれる千年期に、地球の住民たちに超感覚が備わり、地球上の人間同士だけでなく、霊界の住民とも交信する能力が備わる、というもの。
・新しい千年期がはじまった後には、戦争は一切起こらないだろう。
・シフト後、女性たちが本領を発揮し、賢い先導者とともに、全部の地域に見られる、<女性を人目からさえぎる慣習〉を廃止し、男性、女性、全人種に関係なく教育の機会を与えるようになるだろう。女性たちの活躍によって世界がどれほど変わることか!

・シフト後に続く「目醒めの時代」について―『使者』(The Messengers)という題名の新しい本(ジュリア・イングラムとG・W・ハーディンの共著)―その出来事が詳述され、本に書かれていた会話があまりに本物らしいので、深く感動した。わたしがその本を読んだ事情までもが神が定めた運命に思えた。(※今まさに私もそのとおり!)⇒使徒たちの帰還
・千年期の夜明けが近づいている今､全体的によく考えよう。
・君たちはみな、自分の目標を達成しただろうか?
物質的存在として今生に君たちが戻ったことは、世界の利益になっただろうか?
・周りの人々にとって君の存在は有益だろうか、それとも君の自己中心的な野心で害をこうむっているだろうか?

・これからはずっと世界のためになる仕事をしたいと切望するだろうか、それとも、中聞地点である霊的状態の時間を無駄に費やすだけだろうか?」
・物質的身体を持っている君たちみなにとって、今は実績評価と現状把握の時だ。夜寝る前と朝起きた時、自分のこれまでの言動を反省してみよう。一日一日をより良く過ごすよう努力しなさい。
・なぜなら､君たちは他者を助けるためにそこに存在するから。
・自分の全存在、そして自分と接する人たちと共に、地球と人々の幸福を祈りなさい。地球が大きく変化する前の残された日々を、理想の実現に捧げなさい」

・一日一日を、全生涯の唯一の記録と仮定して生きれば、自分の過去生を顧みる仕事がどれほどやさしくなるか考えてみなさい。
・各ぺージを整然かつ几帳面に、愛情のこめられたものにすれば、たとえお前の人生が真夜中に終わったとしても、ぺージには何のシミも非難されるべきものもないはずだ。たとえもっとも不道徳な者であっても、一日くらいは我々と共にほぼ汚点なく過ごせるだろう」
・何日も先でなく、次の日に向けて理想的で完璧な生き方をするという目標を立てなさい。
・それを毎日積み重ねていくんだ。このようにすれば、まもなく真珠をひとつなぎにしたような、手前にある真珠ほどキラキラと輝くような、そんな美しいものを手にすることになる。なぜならそうした生き方をしていれば､わたしたちはますます美しく､完璧に近づく。
・反キリストが処刑されたすぐ後に、将来キリストになる存在が物質的存在として誕生するだろう。キリストは再び赤ん坊として生まれ出るが、その時期、地球は地理的に大変化しているため、キリストがどこに生まれるのかは我々にはわからない。
・キリストの魂はすでに完璧で、＜地球学校＞に戻る必要はないのだが､新たな千年期の到来を知らせ､全人類の霊的な恵み､霊的な神の影響力をさらに高めるため、自ら地球にきてくださるのだ」

・キリストはイエスではないと強調してからガイドたちはこう続けた。だがもう一つの完璧な魂だ｡今回その存在は多くの者に神なる霊(その存在の子供時代の後半に宿るだろう)の器として認められその善なる本質は誰の目にも明らかな筈だ｡
・覚えておくべきことは､シフト後の時代は前とは違い､邪悪な者たちの大半は地上の形ではすでに非業の死をとげている｡
・善が悪にうち勝ち、その後に地球に住む者たちは自分の肉体を維持するか、前述した通り宇宙空間にしばらく滞在した後に、地球に戻る権利を与えられる。
・シフトは〈時の砂の上の小さな丘〉にしか過ぎない。この
感動的な出来事はかつてないもので、全空間、君たちが住んでいる銀河系だけでなく、全宇宙とすべての時を征服する可能性に人類の心の目を開かせることになるだろう。
・シフト後には、誰もが空間を移動するのと同じく簡単に時間を行き来できるようになる。

・先にあるのは驚くべき時代だ。だから君たち地球人は元気を出してしっかりせよ!
・精神の宇宙旅行に関する知識をもたらすのは、高次に進化した目醒めた存在で､シフト後に人体に宿るはずだ。転生した使徒たちとパレスチナ人たちが､イエス・キリストのもとで学んだ霊的な法則を地球人に思い出させているのと同じように、その新たな存在たちは人類に高次に進化した知識と情報をもたらすだろう。レムリア人たちは今戻りはじめたところだが、まもなくどっと押し寄せるだろう。レムリア人は滅びたアトランティス人と比べると､霊的な事柄と人類の可能性についてずっと豊富な知識を持っている。レムリア人たちは心身のケアの仕方について実に良く知っており､すでに物質的存在にある者たちへの教え方も心得ている｡
・21世紀に完全な魂を持つ肉体に宿る聖なる霊は神の一部であり、何人かの選ばれた人間にのみ宿って聖者にする。

・来るべき黄金時代､すなわちキリストが愛を通じて世界を統治する間､地球には平和が広がり､誰もが調和して生きる。

・将来､人間の心は開かれ､遠くにいる者や霊界にいる者の多くと､精神によるコミュニケーションができるようになる。

・精神によるコミュニケーションが現代の電話という通信手段を廃れさせるのと同じように､精神による宇宙旅行は月着陸船などの宇宙旅行用の乗り物の必要性を不要にする｡
・地球の進化はどんどん加速している。
・平和に満ちた千年期のさらに先のことは解き明かされていないため、我々にも予言できない。しかし我々は知っている――地球という惑星はまさに黄金時代に入ろうとしている。
その様子を眺めることは、霊界にいる我々にとってもエキサイティングだし、同じく、キリストの治世時代に地球上を歩きまわれる幸運な者たちにとってもわくわくすることだろう｡
・これで幕が下りますが、「劇」はこれからも続きます。劇のフィナーレ、すなわち永遠不滅の命……へ向かう｡
・シフト後の世界があまりにすばらしいので新しい千年期に生きる人々はシフト前の時代を顧み人類がなぜ今まで平和に共存できなかったのかその不思議さに首をかしげるだろう｡
・シフトによって地球が浄化された後にはすばらしい時代が待っているのが我々には見える。
さらには進化した魂－－地球で生き残ったものだけでなく、〈未来の母たち〉という新しい媒体のなかから生まれる魂－－が地球上に新たに住んでいる様子もありありと見える。
・シフトによる浄化力が強いため､黒人と白人は肌の色の違いによる争いを忘れ､人種に関係なく､心はみな同じ､みなが神性の一部なのだと悟るだろう。
・同じ種族でありながら地球の表面の小さな場所の所有によって分かれているイスラム教徒とキリスト教徒もまた同じだ。
・シフトによって、争い合っていた者たちは、地球が人間のものではなく神のものであること、そして地球の一部を自分だけのものにする権利は誰にもないことに気がつくはずだ。
・シフトは恐れるべきものではなく、楽しみに待つべきものである。なぜならシフトは苦難におおわれている地球と人類を癒し、愛を再発見させる働きがあるからだ。
・人類のオーラと意識は急速に変化し進化しているので､これから生じる大変化の準備はできているはず｡世界の動きが速まったように感じられるだろうが､実際に急激に変化しているのは物質的な部分ではなく霊的世界だ。
・ほんの子供や若者が､大人にとって難しいコンピュータの問題に対処できるのと同じく､若者たちのより神秘的な能力の数々が急激に進歩している｡
・シフトが近づくと先導者となる態勢のできた新しい存在に見える者たちが大勢現れる。そうした若者たちはシフト後のリーダーとなり､後の偉大な時代は人類の進化の時代となる。

・物質的、肉体的な意昧で生き残ることを望む者には、人々はそれなりに手助けをするからだ。
・いかなる善行も悪行もこちら側の世界のはずみ車(何かを変えるきっかけ)のなかで見失われることはない。
・したがって、他者を助けようとする試みは、霊的レベルでの進歩への片道切符でもあるのだ。
・我々はそれぞれ､善悪の区別を知って生まれてくる。子供のなかには､見下げはてた両親や伴侶からはずれる者､天国の智慧を授かっている｡〈黄金律〉はキリスト教よりもずっと古く、自分がして欲しくないことを他人にすべきでないという根本的な原則を前もって定めている。

・シフト前よりも宗派の数はずっと少なくなるが、霊的目醒めはずっと深いものになる｡なぜなら、肉体とともに生き残った者たちは自分が物質的形式で生き続けることには目的があること､そして神の荘厳さはあらゆる命のなかで実現されることを悟るからだ。生き残った動物たち(鳥や魚など)は性質が穏やかになる。動物のなかには依然として飢えを満たすために獲物を得るものもいるが､単なる楽しみや遊びで他を殺すことを禁じる(一体感)のようなものが存在するようになる｡
・シフト後の時代は互いを愛する時代であるとともに、平和、静穏、そして目醒めの時代となるだろう。
・シフト時､鳥や四足獣などの多くは死んでしまうが､そのほかの多くは生き残ってニュー・エイジを迎え､繁栄するだろう。
・飢え死にするのを防ぐためでなければ人間は狩猟を行なわなくなる。魚は生き残るチャンスが大きい。ただし、荒波によって陸にうちあげられて死んでしまう魚も多い、また鳥類も生き残る可能性が高い。
・ペットは魂の集団の一部であり、動物がより高いレベルに進化しても人間にはならず、自分の種族内で進化を続ける。
・こちらの世界には、もはや地球上に棲んでいないが、シフト後に、地球あるいはほかの惑星系で生きるために保護されている動物がたくさんいる。
・今こそが新千年期の夜明けであり、新しい出発、いわば〈汚点のない白紙の歴史のはじまり〉を意味する。君たちはみな〈目醒めの新時代〉に起こるさまざまな変化の場にいること、そして君たちみなが、新時代に沿った道案内のサポートに携わることを望んでいる。

・そして、イエスがこの世に受肉して住まわれたその時に居合わせた君たちは、再び自らを霊的に浄化し、他者が浄化の道を見つける手助けをしたいと願っている。
・それは君の自己が、霊性に深く目醒めたからだ。おまけに君は、歓迎と理解の波動を無意識に発している。
・地球はすばらしい場所となるだろう｡さらに優れた感性の時代の到来とともにキリストが地球に現れて人類の意気を高め､地球をすべての生命形式ミレニアムの模範にさせるはずだ｡
・シフト後の人類はイエス並みに高度に進化した存在が徐々に増えてゆくことによって地球を高度に進化させてゆく｡
・これこそが永い間(至福千年)と呼ばれた時代、すなわち､平和が地球を支配する千年間である｡
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
⑩【関連語】
・ウォーク・インとは、霊界からきた高次の知性をもった存在で、状況によって、不要になった人間の肉体内に宿ることを許されている。ウォーク・インの動機は人道的なもの(他者を助け、人類のためになること)でなければならない。
ウォーク・インは自己中心的な目的のために人間の肉体に宿ることは許されず、数多い報告例にあるような、多様な自己中心的エゴや悪意を持った霊が人間の肉体をのっとり、関係者全員に大混乱をもたらす、といったことは禁止されている。
・「ウォーク・アウト」つまり「肉体を去る者」は、絶望して死ぬことを強く願う者、あるいは臨床上の検査の結果、判断された死や臨死体験が原因で、自分の肉体を生かしておくことができなくなった者の呼び名。そしてウォーク・インは霊界からまっすぐやってきて、死にかけている人間の肉体に再びエネルギーを与えて生き返らせることができる。崇高な理想主義と熱意を持ったウォーク・インが肉体内に宿ったため、肉体の元の主の失望や無関心な態度に慣れていた友人や家族はびっくり仰天する場合が多くある。「ウォーク・インは決して完壁な魂ではない。他のみなと同じく欠点も持っている。しかし過去の多くの人生経験を重ねているウォーク・インの意識は高次に進化しているため、彼らには苦悩にさいなまれている魂にとって代わることが許されている。
・幼年期と小児期をスキップすることにより、ウォーク・インは肉体に宿ってすぐに、自分の新たな任務にとりかかることができる。　
以上　参考①ルース・モントゴメリー著『来るべき世界』　ワシントンＤ．Ｃ．通信社のリポーターや新聞のコラムニストの経歴を持つ。心霊現象の取材を行ううちに自動書記能力に目覚める。高名な霊能力者であったアーサー・フォードや他の存在がガイドとなって、自動筆記による数々の霊的な事象や超常現象を説明し、それらの書籍が次々とベストセラーとなる。
②http://www.chitac.com/omoshiro/syutyou/besitu/spirits.htm　の集大成
・シフト＝ポールシフト⇒(フォトン･ベルト？突入)

アースチェンジ⇒アセンション(惑星地球の次元上昇)
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方幸せ研究所　知多クリック内　
http://www.chitac.com/　2011.6.27
